




























































































































































































































































































































Fig .2  Ryan ,E .の 相 互 作 用  
Fig .3「希望」「肯定的感情の共有」と
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＜付記＞
　本報告の事例１は筆者が職リハ分野での最後の支援として10年を越えて担当となった取り組み、
事例２は逆に新人時代のイニシャル・ケースといえるものである。筆者の結婚式の際、故大平到成
元北海道障害者職業センター所長から祝電をいただき、その中で筆者が職業人として成長した支援
事例として引用された。その後の臨床業務において礎となった本事例に取り組めたのも故大平所長
の理解の下であり、ここに感謝の意を表します。
